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リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

事
故
を
想
定
し
た
模
擬
記
者
会
見
も
実
施

日
頃
か
ら
の
組
織
づ
く
り
が
重
要
に

観
光
庁
が
旅
行
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
普
及
セ
ミ
ナ
ー
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J
A
T
A
は
㈱
ジ
ャ
タ
・
日
本
ア
イ
ラ
ッ
ク

と
共
催
で
3
月
5
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
全
日

通
霞
が
関
ビ
ル
で
「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
J
A
T
A
緊
急
重
大
事
故

支
援
シ
ス
テ
ム
の
存
在
と
必
要
性
を
認
識
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
、
今
回
は
、

実
際
に
事
故
が
発
生
し
た
際
の
対
応
で

と
な

る
メ
デ
ィ
ア
向
け
の
模
擬
記
者
会
見
も
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
J
A
T
A
海
外
旅
行
推
進

部
の
村
井
秀
彰
担
当
副
部
長
が
「
観
光
危
機
管

理
に
お
け
る
組
織
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方

〜
旅
行
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
〜
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
一
連

の
流
れ
に
よ
り
的
確
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対
応

す
る
た
め
、
日
常
的
に
組
織
的
な
対
応
を
行
う

内
部
統
制
サ
イ
ク
ル
と
し
て
の
「
旅
行
安
全
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
重
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
ア
イ
ラ
ッ
ク
の
山
下
寿
人
ク
ラ

イ
シ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
部
長
は
、
海
外

で
死
亡
事
故
が
起
き
た
時
の
マ
ス
コ
ミ
対
応
に

つ
い
て
解
説
し
た
後
、
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
広
報
委
員
会

が
協
力
し
、
模
擬
記
者
会
見
を
実
施
し
ま
し

た
。
模
擬
記
者
会
見
後
、
江
﨑
広
報
副
委
員

長
、
矢
嶋
広
報
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
に
つ

い
て
コ
メ
ン
ト
し
、
山
下
部
長
は
、
会
社
の
対

応
姿
勢
を
通
し
て
社
会
的
責
任
が
追
及
さ
れ
る

こ
と
や
消
費
者
・

関
係
者
が
報
道
内

容
を
通
じ
て
会
社

の
信
用
性
を
判
断

す
る
こ
と
な
ど
を

指
摘
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
林
田
広

報
委
員
長
は
、
定

期
的
な
訓
練
や
体

制
作
り
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成
な
ど
が

重
要
で
あ
る
と
強

調
し
、
そ
の
再
確
認
な
ど
日
頃
の
準
備
の
必
要

性
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
も
大
変
勉
強
に
な
り
、
参
考
に

な
っ
た
と
の
意
見
が
多
く
あ
り
、好
評
で
し
た
。

会員各社の危機管理担当者や役員など約 100人が熱心に耳を傾けました

事故発生時の となる記者会見の模擬演習
会見者役：左　（株）ジャタ田端部長、右　JATA海外旅行推進部　柳田担当副
部長、司会者役　矢嶋広報委員

　
観
光
庁
は
2
月
24
日
、
東
京
・
虎
の
門
の
発

明
会
館
ホ
ー
ル
で
「
旅
行
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

普
及
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
観
光
庁
が
2
0
1
3
年
度
に
開
い
た
旅
行
産

業
研
究
会
で
は
旅
行
業
者
全
体
に
安
全
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
導
入
を
徹
底
し
て
い
く
こ
と
が
示
さ

れ
て
お
り
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
安
全
安
心

な
旅
行
を
提
供
す
る
た
め
の
日
頃
か
ら
の
組
織

づ
く
り
を
普
及
啓
発
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
J
A
T
A
が
運
営
を
受
託
し
た
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
観
光
庁
観
光
産
業
課
旅
行
安
全
対
策
推
進

室
の
丸
山
一
夫
室
長
が
「
旅
行
安
全
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、
J
A
T
A
の

越
智
良
典
事
務
局
長
と
日
本
ア
イ
ラ
ッ
ク
の
国

原
秀
則
代
表
取
締
役
が
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
海
外
邦
人
安
全
協
会
の
理
事
も
務
め
る
越
智

事
務
局
長
は
、
2
0
0
0
年
代
に
入
っ
て
か

ら
、
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
（
2
0
0
1
年
9

月
）
、
S
A
R
S
と
イ
ラ
ク
戦
争
（
2
0
0
3

年
）
、
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
に
よ
る
イ
ン
ド

洋
の
大
津
波
（
2
0
0
4
年
12
月
）
、
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
と
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（
2
0
0
9
年
）
な
ど
、
国
際
的
な
事
件
や
事

故
、
災
害
の
発
生
が
、
日
本
の
海
外
旅
行
市
場

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
こ
と
に
言
及

し
、
世
界
的
に
見
て
も
日
本
人
の
安
全
意
識
が

強
い
と
い
う
特
徴
を
強
調
。
特
に
、
2
0
0
3

年
の
イ
ラ
ク
戦
争
と
S
A
R
S
を
契
機
に
、

J
A
T
A
と
外
務
省
・
国
土
交
通
省
（
観
光

庁
）
と
の
連
携
に
よ
り
、
海
外
安
全
官
民
協
力

会
議
や
外
務
省
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
連
絡
会
議

な
ど
が
組
織
化
さ
れ
、
海
外
旅
行
に
お
け
る
安

全
・
安
心
の
取
り
組
み
が
強
化
さ
れ
て
き
て
い

る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
取
り
組
み
を
経
て
、
J
A
T
A
に

よ
る
旅
行
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
方
が
確

立
さ
れ
、
安
全
管
理
責
任
者
の
任
命
や
自
主
点

検
表
の
提
出
、
「
旅
の
安
全
の
日
」
に
お
け
る

模
擬
訓
練
の
実
施
な
ど
、
旅
行
安
全
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
P
D
C
A
が
実
現
す
る
ま
で
に
な
り
ま

し
た
。

　
越
智
事
務
局
長
は
、
有
事
の
際
に
ダ
メ
ー
ジ

を
最
小
化
す
る
対
応
と
し
て
、
対
策
チ
ー
ム
の

編
成
や
24
時
間
以
内
の
安
否
確
認
、
救
援
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
避
難
誘
導
、
ツ
ア
ー
の
「
催
行

中
止
」
判
断
、
観
光
庁
・
外
務
省
・
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ

へ
の
連
絡
な
ど
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
経
営

ト
ッ
プ
か
ら
現
場
ま
で
一
体
と
な
っ
て
安
全
に

取
り
組
む
必
要
を
訴
え
て
い
ま
す
。


